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様式第１号（第６条関係） 

職 員 提 案 票 

令和３年６月２８日 

所 属 提案者職氏名 

伊賀支所振興課 西川 幸治 

１ 提案事項 

（タイトル） 

25文字以内 

忍者市から忍者広域連合圏への提唱（マップの作成） 

２ 提案の背景・現状分析 （何が問題か。） 

伊賀市と甲賀市は 2017年忍びの里伊賀甲賀忍者協議会を設立しています。 

伊賀市は 2016 年、京都府南山城村、笠置町とともに伊賀・山城南定住自立圏を形成し、さ

らに 2019 年には奈良県山添村もくわわる形で伊賀・山城南・東大和定住自立圏（伊賀・城和

定住自立圏）を形成しています。このような形で近隣の自治体と協力する体制ができています。 

 一方で、忍者は魅力的な観光ツールであるので全国各地で忍者にまつわる歴史を発掘して 

観光戦略に取り入れようという動きが活発化しています。（神奈川県小田原市、長野県上田市、

佐賀県嬉野市など） 

 日本全体が忍者で盛り上がるのは結構なことですが、本家の伊賀市としては、これに対抗す

るために伊賀市周辺の近隣を巻き込みながら（力をあわせながら）、より魅力的で、本物を感

じさせるコンテンツを発掘し、提供する必要があるのではないかと考えます。 

３ 提案の内容 （何をどうするか。） 

 わかりやすいイメージとしては甲賀市との間に提携している忍びの里伊賀甲賀忍者協議会

の範囲をより広げて広域的な忍者観光戦略圏の形成を周囲に呼びかけることはできないか。 

たとえば伊賀・城和定住自立圏の縁を生かして南山城村、笠置町、山添村。そして、同じ伊

賀地域として当然、名張市も含めて。 

提案者の具体的なイメージとして描いているのは、伊賀市甲賀市にくわえ名張市、南山城村、

笠置町、山添村といった地域（さらに拡大して考えるのであれば亀山市、奈良県宇陀市、奈良

県曽爾村、滋賀県湖南市といった地域です） 

最終的な目標はこれらの地域の忍者に関わる観光資源、歴史スポットなどをより積極的に発

掘していき相互互恵戦略的に宣伝していく。その音頭を伊賀市がとるというものです。 

（伊賀甲賀が忍者の本場とすれば、それにまつわる歴史的な痕跡や文化的な影響は、国境線で

きれいに区切られているわけではなく、周辺地域に広く及んでいると考えるのが自然です） 

 しかし、組織づくりとなるとかなりハードルの高い大きな仕事になるし、相手の意向もある

ことなどでうまくいくかどうかわかりません。そこで今回はそういった広域連合の概念を提唱

するためのマップの作成を提案したいと思います。 

４ 実施することで期待される効果やメリット （結果的にどうなるか。） 

広域化することにより忍者コンテンツも「本物」を感じさせることができるコンテンツが増え

ます。海外より来た人、遠方より来た人に「本物」の魅力や雰囲気を感じていただくことがで

きます。忍者を核として、近隣市町村の間に相互互恵的な関係を構築できます。 
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具体的な事例としては甲賀市信楽町の飯道山（実際に忍者や修験者が修行をしていた行場が

現在も整備されている）、名張市の赤目四十八滝（こちらも伊賀南部の忍者の中心地であり忍

者や修験者の修行場であった場所を観光スポット化することに成功している） 

あるいは笠置町の笠置山の修験行場（柳生の里にもつながる非常に魅力的な地域です。） 

柳生新陰流、柳生心眼流などの伝統武術の発祥地である奈良市の柳生の里 

また必ずしも史跡、歴史的な施設でなく現代的なコンテンツの中でも、河原の岩場のロック

クライミングを観光アピールの中心として売り出している笠置町の笠置ロックなどは忍者修

行体験のイメージとぴったりですし、山添村にある大人も楽しめる本格的アスレチック 冒険

の森 inやまぞえ などはまさに忍者修行場のイメージです。 

  

やはり伊賀（を中心とした地域）は本当に忍者の本場であると実感していただき、楽しんで

いただくことができます。 

５ 実施にあって想定される問題点やリスク （実現するために必要なこと。） 

・範囲を広域化するので、市街地にお客を呼び込んで活性化させたいという意向からは短期的

には相反することになる可能性があります。伊賀・甲賀だけではなく近隣地域も忍者観光にあ

やかることができるので、短期的には近場にライバルを応援する（養成する）ようにも見える

かもしれませんし、そのことから反発を招く可能性もあります。 

（お互いにWINWINの関係を保つためにも伊賀市（もしくは伊賀甲賀）を中心とした車で気

軽にはしごできるような範囲内で形成する必要があると考えます。） 

・実際にこういった組織を作るとなると相手もある話ですので、水面下での話し合いや調整に

なってきますので大変難しい仕事になります。 

（そこでまずは忍者広域連合（伊賀・甲賀を中心とする忍者広域連合圏）という名前やコンセ

プトを先行する形でのマップの作成を提案したいと思います。） 

 

 

 


